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【要　旨】



























産業界における DP 導入の増加に伴い、DP の導入効果に対する考察や分析などの研究が増
えつつある。特に、DP の先進国であるアメリカのスポーツ界では、DP における価格設定の
要因に関する実証分析が多く行われてきた。例えば、2009 年ごろに DP を初めて導入した米
メジャーリーグベースボール（MLB）のチーム（サンフランシスコ・ジャイアンツ）を研究の
対象にして、Shapior and Drayer (2012) はチームの販売データを用い、チケットの固定価格、
変動価格と転売市場の価格の関係について計量分析を行った。分析結果は座席の場所と購入時









































最高価格 最低価格 平均価格 変動係数
大商大シート A 12,500 41,209 12,500 26,171 0.342
大商大シート B 7,500 21,420 7,499 9,788 0.420
エクセレント指定席 9,000 25,705 7,650 10,078 0.382
特別中央指定席 6,500 6,500 3,064 4,531 0.177
ビュー指定席 4,500 4,500 1,542 2,547 0.344
ライブ指定席 4,000 4,000 2,070 2,665 0.192
SS 指定席 3,500 3,500 1,537 2,187 0.262
S 指定席 3,000 3,000 1,585 2,104 0.179
バリュー指定席 2,000 2,000 1,433 1,584 0.095
内野自由席 1,200 1,993 1,200 1,626 0.115
外野自由席 800 1,972 800 1,703 0.096
注：サンプル数が少ない一部の座席を省略している。　　　　　　　　　　　 出典：著者により作成
1 回答者の評価が5 段階（1 ～ 5）の順序変数として記録されており、大小関係しか意味をしない
順序変数を目的変数とする回帰分析では通常の最小二乗法（OLS）が適用できない。
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図2 は SS 指定席と S 指定席の価格推移を示したグラフである。図2 から、販売期間中にお
ける両方のチケット価格が定価を大きく下回ったことが読み取れる。特に6 月末には SS 指定
席の価格が定価の半額以下1,500 円まで下落し、同時期の外野自由席の価格1,800 円（図1）よ







図 1　内野と外野自由席の価格推移               図 2　SS と S 指定席の価格推移
出典：著者により作成
2．2　アンケート調査の概要
2019 年7 月16 日（火）、摂南大学経済学部の学生（郭ゼミ生）は「オリックス・バファロー
ズ vs. 楽天ゴールデンイーグルス」2 の観戦者を対象にアンケート調査を実施した。調査場所は










戦者の基本属性をはじめ、チケットの購入日・購入価格、5 段階評価による DP に対する理解度・
満足度、現行の料金システムへの満足度などとなっている。有効な調査個票は320 枚である。
2．3　データの記述統計
表 2 は、分析に使用されている目的変数と説明変数のデータの記述統計を表している。表 2
で示されているように、全サンプル、自由席サンプル、指定席サンプルの数はそれぞれ320、
134、117 となっている。また、自由席サンプルは内野自由席と外野自由席の観戦者の合計で















次に、5 段階評価の順序変数の記述統計を考察する。目的変数は DP の仕組みで購入したチ
ケットに対する満足度であり、満足度の低い順に1（非常に不満）から5（非常に満足）までの
整数が振られている。表2 は全サンプルにおける DP の満足度の平均値が3.7 以上であること
を示している。さらに、図 3 は DP の満足度（5 段階評価）のヒストグラムを示している。こ
の図から観戦者が DP に対する満足度は非常に高いことが確認できる。一方、全サンプルにお
ける DP に対する理解度の平均値が3.091 で、DP の満足度より低くなっていることがわかる。













説明変数 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差
男性ダミー 0.759 0.427 0.776 0.417 0.735 0.441
10 代ダミー 0.084 0.278 0.149 0.356 0.017 0.130
20 代ダミー 0.309 0.462 0.321 0.467 0.325 0.468
30 代ダミー 0.147 0.354 0.097 0.296 0.154 0.361
40 代ダミー 0.244 0.429 0.246 0.431 0.231 0.421
50 代ダミー 0.144 0.351 0.112 0.315 0.188 0.391
楽天ファンダミー 0.144 0.351 0.164 0.370 0.145 0.352
応援チームなしダミー 0.097 0.296 0.097 0.296 0.111 0.314
同伴人数 2.203 2.408 2.493 3.275 2.077 1.542
ファンクラブダミー 0.616 0.486 0.530 0.499 0.667 0.471
年間の観戦回数 13.706 14.984 13.791 15.894 14.068 15.632
最低価格との差 696.088 795.562 646.179 346.531 749.333 900.183
現行料金システムの満足度 3.400 0.917 3.261 0.938 3.573 0.937
発売から購入までの日数 33.522 13.894 39.037 11.627 28.795 13.631
価格チェックダミー 0.331 0.471 0.239 0.426 0.385 0.487
DP の理解度 3.091 1.340 2.739 1.227 3.291 1.372
目的変数
DP の満足度 3.756 1.047 3.299 1.065 4.197 0.889
サンプル数 320 134 117
出典：著者により作成











トル、 は対応する係数ベクトル、 は平均0、分散 の誤差項である。
定義により潜在変数 は観察できないが、目的変数 が DP の満足度（1 ～ 5）を示す離散
変量であるため、観測できる。この二つの変数は次のような関係で表されると考えられる。
 （2）









3 数学的な表現は Winkelmann and Bose（2010）に従う。
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男性ダミー -0.062 -0.026 -0.030
10 代ダミー 0.148 0.135 0.093
20 代ダミー  0.302 0.337 0.511
30 代ダミー 0.121 0.143 0.269
40 代ダミー 　0.377* 0.430 0.685
50 代ダミー 0.021 0.043 0.012
楽天ファンダミー 0.117 0.214 0.456
応援チームなしダミー 0.324 0.445* 0.653
同伴人数 0.005 0.005 -0.004
ファンクラブダミー 0.282*   0.336**  0.494*
年間の観戦回数 　-0.014***   -0.015***    -0.027***
最低価格との差 　-0.000***   -0.000***    -0.001***
現行料金システムの満足度 　0.340***   0.420***   0.795***
発売から購入までの日数 　-0.011***   -0.013***   -0.020**
価格チェックダミー 　0.260**   0.358**   0.659***
DP の理解度 0.006 0.012 0.055
定数項 2.923
cut-point 1 -0.912 -1.477
cut-point 2 -0.293 -0.238
cut-point 3 0.757 1.638
cut-point 4 1.932 3.638
R-squared 0.268
Adj. R-squared 0.229
LR chi2(21) 96.999 101.520
Prob. > chi2 0.000 0.000
Log likelihood -393.330 -391.069
Pseudo R-squared 0.110 0.115
Number of Observation 320 320 320
注：「*」、「**」、「***」はそれぞれ当該係数が10%、5%、1% 水準で統計的に有意であることを示す。
表4 は自由席サンプルの推定結果を示している。三つのモデルにおいてすべて有意な結果と
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一方、全サンプルの結果と比較すると、ファンクラブダミー、年間観戦回数、購入までの日数、
価格チェックダミーの係数における統計的有意性が確認されなかった。そして、自由席サンプ
ルの結果の特徴として、まず基準となる60 代の観戦者に比べて、40 代の観戦者は DP への満
足度がより高いことがわかる。また、DP に対する理解度の係数が負かつ統計的に有意な結果









男性ダミー -0.043 -0.013 0.002
10 代ダミー 0.411 0.465 0.645
20 代ダミー 0.457 0.517 0.738
30 代ダミー 0.164 0.218 0.252
40 代ダミー   0.670*  0.781*  1.264*
50 代ダミー -0.000 0.012 0.121
楽天ファンダミー -0.122 -0.081 0.034
応援チームなしダミー 0.341 0.437 0.877
同伴人数 0.033 0.039 0.068
ファンクラブダミー 0.102 0.134 0.237
年間の観戦回数 -0.006 -0.006 -0.008
最低価格との差 　-0.001** 　-0.001**  -0.001*
現行システムの満足度 　  0.457*** 　 0.553*** 　  1.089***
購入までの日数 -0.003 -0.004 -0.003
価格チェックダミー 0.114 0.177 0.311
DP の理解度  -0.145* 　-0.193** 　-0.370**
定数項 2.264
cut-point 1 -0.436 -0.278
cut-point 2 0.239 0.959
cut-point 3 1.475 3.077
cut-point 4 2.638 5.138
R-squared 0.272
Adj. R-squared 0.173
LR chi2(21) 43.257 44.280
Prob. > chi2 0.000 0.000
Log likelihood -170.091 -169.580
Pseudo R-squared 0.113 0.115



















男性ダミー -0.077 -0.042 -0.001
10 代ダミー 0.129 0.237 0.160
20 代ダミー  0.538*  0.771* 1.078
30 代ダミー 0.382 0.572 0.758
40 代ダミー  0.602*  0.799* 1.180
50 代ダミー 0.282 0.483 0.677
楽天ファンダミー 0.354 0.588 0.719
応援チームなしダミー 0.102 0.211 0.290
同伴人数 0.062 0.074 -0.007
ファンクラブダミー -0.026 -0.046 -0.097
年間の観戦回数    -0.017***    -0.022***   -0.036**
最低価格との差    -0.000***    -0.000***    -0.001***
現行システムの満足度 0.082 0.133 0.247
購入までの日数   -0.013**   -0.018**   -0.037**
価格チェックダミー  0.304*   0.540**  0.894*
ＤＰの理解度 0.006 0.034 0.142
定数項 4.191
cut-point 1 -2.863 -6.062
cut-point 2 -1.738 -3.444
cut-point 3 -0.753 -1.497
cut-point 4 0.504 0.679
R-squared 0.310
Adj. R-squared 0.199
LR chi2(21) 38.130 40.400
Prob > chi2 0.001 0.001
Log likelihood -118.504 -117.370
Pseudo R-squared 0.139 0.147
Number of Observation 117 117 117
注：「*」、「**」、「***」はそれぞれ当該係数が10%、5%、1% 水準で統計的に有意であることを示す。
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